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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
日
は
、
先
日
１
０
月
４

日
号
で
報
告
し
た
「
９
月
期

の
定
例
窓
口
報
告
」
の
続
き

と
な
り
ま
す
。 

 

ユ
ニ
オ
ン
か
ら 

○
熱
中
症
対
策 

組
）
熱
中
症
に
よ
り
体
調

を
崩
し
た
社
員
は
何
人
か
。 

局
）
熱
中
症
で
労
災
と
な

っ
た
社
員
は
３
人
。 

 ○
ヤ
マ
ト
運
輸
と
の
協
業 

組
）
１
０
月
１
日
に
ス
テ

ッ
プ
４
開
始
と
な
る
。
当
初

よ
り
遅
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

ネ
コ
ポ
ス
か
ら
ゆ
う
パ
ケ
ッ

ト
へ
の
移
行
分
を
含
め
る
と

昨
年
の
協
業
開
始
前
と
比
べ

る
と
３
０
％
増
と
な
る
と
説

明
が
あ
っ
た
。
３
０
％
の
増

加
は
班
単
位
で
は
３
０
～
５

０
個
増
加
に
な
る
。
土
曜
・

日
曜
な
ど
、
混
合
担
務
者
だ

け
の
少
な
い
人
数
で
配
達
を

行
う
の
は
困
難
で
あ
る
。
現

状
で
も
昼
休
み
を
削
っ
て
配

達
し
て
い
る
社
員
が
い
る
中
、

現
状
以
上
に
な
れ
ば
誤
配
達

や
交
通
事
故
の
可
能
性
も
高

ま
る
。
土
曜
・
日
曜
の
適
正

な
要
員
配
置
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。 

局
）
想
定
増
加
個
数
に
応

じ
た
要
員
配
置
を
検
討
す
る
。 

 ○
救
急
箱
の
点
検
・
補
充
に

つ
い
て 

組
）
体
温
計
や
カ
ッ
ト
バ

ン
な
ど
最
低
限
な
も
の
さ
え

な
い
救
急
箱
が
あ
る
。
点
検

し
補
充
を
行
う
こ
と
。 

局
）
確
認
し
て
対
応
す
る
。 

 ○
１
０
月
１
日
以
降
の
制
度

変
更 組

）
ゆ
う
パ
ッ
ク
配
達
証

へ
の
受
領
時
の
署
名
・
押
印

の
省
略
試
行
に
つ
い
て
、
１

０
月
１
日
か
ら
行
う
の
か
。 

局
）
１
０
月
１
日
以
降
準

備
出
来
次
第
、
ゆ
う
パ
ッ
ク

配
達
証
へ
の
署
名
押
印
の
省

略
、
ゆ
う
パ
ケ
ッ
ト
の
到
着

入
力
の
廃
止
を
行
う
。
な
お
、

着
払
、
代
金
引
換
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
・
代
人
配
達
す
る
ゆ

う
パ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
見

直
し
の
対
象
外
で
あ
る
。 

長
中
局
だ
け
で
な
く
、
近

隣
局
と
も
歩
調
を
合
わ
せ
る

必
要
が
あ
り
準
備
中
で
あ
る
。

署
名
・
押
印
の
省
略
試
行
開

始
の
際
は
説
明
す
る
。 

先
月
１
９
日
、
東
京
都
内

で
、
過
労
や
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど

に
よ
り
自
死
・
突
然
死
し
た

郵
便
局
員
の
遺
族
ら
が
代
表

を
務
め
る
「
郵
便
局
過
労
死

家
族
と
そ
の
仲
間
た
ち
（
郵

便
局
員
過
労
死
家
族
会
）」
の

発
足
を
知
ら
せ
る
記
者
会
見

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

郵
便
局
と
関
連
事
業
で
働

く
労
働
者
と
そ
の
家
族
等
で

作
る
「
郵
便
局
員
過
労
死
家

族
会
」
は
今
年
７
月
１
日
に

発
足
し
ま
し
た
。 

倉
林
事
務
局
長
は
「
家
族

会
が
把
握
し
て
い
る
限
り
で

も
、
全
国
で
郵
便
局
員
が
突

然
死
・
自
死
し
た
事
例
は
、

２
０
０
０
年
以
降
の
合
計
で

２
５
件
。
今
年
は
６
月
ま
で

の
間
に
同
様
の
事
例
が
４
件

起
き
て
お
り
、
う
ち
新
東
京

局
で
は
深
夜
勤
非
正
規
社
員

が
３
名
死
亡
。
昨
年
５
月
に

は
、
川
崎
宮
前
局
で
軽
微
な

物
損
事
故
を
起
こ
し
た
職
員

が
事
情
聴
取
を
受
け
た
直
後

に
、
局
舎
か
ら
飛
び
降
り
自

死
。
同
じ
く
５
月
、
奈
良
西

局
で
は
１
０
枚
の
始
末
書
の

提
出
を
求
め
ら
れ
た
期
間
雇

用
社
員
が
自
死
。
２
５
件
は

氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
な
い
。

実
際
に
は
、
も
っ
と
多
く
の

社
員
が
亡
く
な
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。 

長
中
局
支
部
も
趣
旨
に
賛

同
し
、
同
様
の
悲
劇
が
起
き

な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 
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期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        

郵便局過労死家族とその仲間たち 

（郵便局員過労死家族会）       

 

設立趣意書 （目的と取り組み） 

 

郵便局では過労死を含む現職死や自死が相次いでいます。２０１

０年１２月に被害者が死亡した「さいたま新都心郵便局過労自死事

件」では安全配慮義務違反訴訟で遺族と会社が和解し、労働災害と

しても認定され、最終的に日本郵便株式会社本社幹部が遺族宅を訪

れ謝罪することで最終解決に至りました。しかし、残念なことにそ

の後も様々な事件が後を絶ちません。そして大半の被害者や遺族当

事者は声を上げることなく沈黙しているのが現状です。 

この現状を打破するため、被害当事者やご遺族が当会の存在を知

ることによって、被害の原因と責任を糾明し、補償および謝罪を獲

得できるよう、適切な弁護士と支援運動に結びつくことを目的と

し、以下の取り組みを行います。 

 

◎ 被害当事者・遺族として相互に協力し助け合います。 

◎ 相談窓口を通じて被害の予防に取り組みます。 

◎ 郵便局と関連事業で働くすべての労働者（受託業者や派遣労働

者等を含む）とその家族・協力者で構成します。 

◎ 日本郵政グループ各社に対し、過労死・過労自死・精神疾患を

起こさない実効ある取り組みを求めます。 

  

当会は広く他の過労死家族会等と協力し、過労死の無い社会をめ

ざし取り組みます。 

２０２４年９月１９日 

 


